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1.　はじめに

夏の強い日差しの中，屋外を歩いているときに
緑の木陰に入って暑さが和らいだと感じたり，都
市の中の緑を見て気持ちが安らいだりした経験は
多くの人が持っているだろう。都市緑化には，温
熱環境の改善といった環境面の効果に加え，不動
産価値の向上といった経済面の効果や，QOL

（Quality of Life）の向上といった社会面の効果が
あるなど，多面的な効果があることが最近の研究
で明らかになりつつある。

さらに都市緑化は，気候変動対策としても注目
されている。気候変動に関して世界中の科学者が
参画している政府間組織である IPCC（気候変動
に関する政府間パネル）で都市緑化は，他の対策
と比較したときの技術的な実現可能性，費用対効
果，世論からの支持の観点から優位性がある対策
の一つであると言及されている。

このように，都市緑化にはさまざまな価値があ
り，それぞれの分野の専門家により研究が進めら
れている一方で，その多面的な価値を，不動産に
関わる多様なステークホルダーに対してビジュア
ルに分かりやすく伝えることが難しく，その効果
が十分に理解されていないという課題があった。

2.　「みどりのものさし」

そこで，株式会社日建設計・株式会社日建設計
総合研究所では，都市の緑が持つ価値を既往研究
の調査などをもとに「環境価値」，「社会価値」，

「経済価値」に分類し，まず「環境価値」に関し
て 5 つの指標で評価・ビジュアル化する「みどり
のものさし」を策定した 1）（図－ 1）。
「みどりのものさし」で整理した都市の緑が持

つ 5 つの環境価値は，「①温室効果ガスの削減，
②空気の浄化，③温熱環境の改善，④生物多様性
の促進，⑤雨水流出の抑制」である（図－ 2）。
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のものさし」の 5 つの指標を用いて，このような
環境価値を具体的に数値・ビジュアル化し，グラ
ングリーン大阪の環境への貢献の可視化を行った。

⑴　温室効果ガスの削減
樹木は，光合成によって吸収した CO2 をセル

ロースの炭素化合物として固定することで成長す
る。さらに樹木の幹・枝・根の乾燥重量の 50%
は炭素であり，それは全て大気中からの CO2 由

来であることが知られている。国土交通省 国土
技術政策総合研究所の研究 2）を参考に，樹種・本
数・直径から CO2 の年間固定量を算出した。グ
ラングリーン大阪の敷地全体の高木樹木による年
間の CO2 固定量は 35.9 t - CO2 という結果とな
り，これは車の走行による排気ガスに換算すると
地球約 6.7 周分，出力 370 W の太陽光モジュール
が発電する時に削減できる CO2 に換算すると約
190 枚分に相当する（図－ 3）。

図－ 1　都市の緑の価値の全体像

図－ 2　「みどりのものさし」の環境価値の評価項目

→車の走行による排気ガスに換算すると地球約　　　　　　 周分

→出力370Wの太陽光モジュールが発電するときに削減できるCO2に換算すると約　　　　　　　枚分

図－ 3　グラングリーン大阪の CO2の年間固定量
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⑵　樹木による空気の浄化
樹木は CO2 と同時に大気の汚染物質も浄化す

ることが知られている。既往研究をもとに 3）年間
の大気汚染物質（SO2，NO2，O3）の吸収量を推
計し，大気の浄化効果を算出した。グラングリー
ン大阪の敷地全体の高木樹木による，年間の SO2

吸収量，NO2 吸収量，O3 吸収量はそれぞれ，
4.2 kg-SO2，10.7 kg-NO2，16.6 kg-O3 となった。
NO2 吸収量は車の走行による排気ガスに換算す
ると，年間では地球を約 3.1 周走行するときに排
出される量に相当する。グラングリーン大阪の樹
木は幹線道路等から発生する大気汚染物質を吸収
し，公園内や地域の快適な生活環境の形成に貢献
することが期待される。

⑶　温熱環境の改善
夏の暑さはますます厳しさを増している。屋外

の暑さに最も影響があるのが「直達日射」で，緑
陰は直達日射を大きく軽減してくれる。緑による
温熱環境を気流や放射を連成し数値計算により予
測することのできるシミュレーションツール，

「ENVI-met」を用いて，緑が豊かなグラングリ
ーン大阪の夏期の体感温度と表面温度を予測し
た。夏の日射の厳しい時間帯で，主に緑陰の効果
に よ り 体 感 温 度（ Universal Thermal Climate 
Index）が 4 ～ 6℃，表面温度が 13 ～ 16℃程度
下がることが確認できた。高木による緑陰は表面
温度と体感温度を下げるとともに，夜間には周辺

へ涼しい空気がにじみ出すと考えられ，ヒートア
イランド現象の抑制にも寄与する都心の貴重なク
ールスポットとなることが期待される（図－ 4）。

⑷　生物多様性の促進
都市に暮らす人々が生態系サービスを引き続き

享受できるように，都市の中で生物多様性を促進
することが重要である。生物は緑のネットワーク
性（生態系ネットワーク）が高いほど存続の可能
性が高いことが知られている。

グラングリーン大阪の周辺地域を含めた人工衛
星画像の解析を行い現況と計画完成後に予想され
る生態的ネットワークを可視化した。その結果，
グラングリーン大阪は樹林率を 12% まで増加させ，
この緑地が周辺環境との連続性や接続性を高める
ことで，地域全体の生態系サービスの向上が期待
される。さらに，都心に多様な生物が生息する環
境を整えることで，来訪者が生物と触れ合う機会
を提供する副次的な効果も期待される（図－ 5）。

⑸　雨水流出の抑制
近年，大雨の発生回数は増加しており，都市部

で内水氾濫を起こす「都市型洪水」が問題となっ
ている。グラングリーン大阪では，雨水の貯留施
設や浸透トレンチ，砕石貯留槽などの雨水流出抑
制施設を有しており，その効果や緑の大地の浸透
能力を可視化した。街区中心のうめきた公園では
年降水量の約半分（約 29,130 m3/ 年）を流出抑

現計画 体感温度（7月25日15時） 表面温度（7月25日15時）

高木と水面がないシナリオ

図－ 4　グラングリーン大阪の温熱環境のシミュレーション
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制施設等により貯留コントロールしているととも
に，一部雨水は植栽灌水用として有効活用されて
いる。また，緑地での雨水浸透は年降水量の 1/3
以上の約 23,320 m3/ 年に達し，緑の大地を通し
た浸透や蒸発散による水循環の健全化にも寄与
し，土壌や空気の環境を改善することが示唆され
た（図－ 6）。

4.　今後の展開

「1. はじめに」にでも述べたように都市の緑は
環境的な価値創出につながるだけでなく，不動産
価値の向上といった経済面の効果や，QOL の向
上といった社会面の効果につながることが，近年
の研究で明らかになりつつある。

日建設計・日建設計総合研究所では，今後この

「みどりのものさし」のような経済価値・社会価
値も含めて都市緑化の価値を多角的に評価し分か
りやすく伝え，量だけではない質の高い緑を増や
し，環境問題の解決に貢献する社会創造を目指し
ていく。
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図－ 5　グラングリーン大阪の生態系ネットワーク

図－ 6　うめきた公園の雨水流出の抑制効果
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